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１．目的  

 鋼道路橋の耐荷力、耐久性能を判断するために静的載荷試験、動的載荷実

験、応力頻度測定、等の各種試験・計測を行う場合には、接着剤を用いて構

造物にひずみゲージを貼付することになるが、塗膜剥離，ケレン、接着作業、

コーティング、さらに計測後に復旧を行う必要があり、現場での電源確保、

作業時間の増加により、コストが大きくなる傾向にある。このため、より簡

易にひずみ測定を行うことを目的に、既存の摩擦型ゲージ１）を鋼構造物にマ

グネットで吸着し、受感部を押しあてることができるように改良した応力聴診

器（名古屋大学 小塩達也先生考案）が開発され、各種基本実験が既に行われ

ている。２）３）図－１に応力聴診器のイメージを示すが、①塗膜の除去、脱脂、

接着の必要がないため、現場での作業を大幅に短縮できる。②特殊な技術が無

くても、比較的容易に設置可能である。③測定後の修復が不要である。④応力

聴診器は１ゲージ構造であるが、専用の測定ケーブルの先端でフルブリッジ構

造としているので、直接、計測器へ接続することが可能である。⑤繰り返し利

用が可能である。等の効果が期待できる。 

本文では、25ｔ対荷力評価時に現場で実施され

る、動的載荷試験、応力頻度測定時における応力

聴診器の適用性と利便性を確認するために、実橋

において、従来のひずみゲージと応力聴診器を並

列に配置し、その比較を行った。 

２．実橋における各種載荷試験結果  

 現場における応力聴診器の適用性を確認するた

めに、鋼床版箱桁橋、鋼合成鈑桁橋、トラス橋、

等の各部材に、従来型の接着式ひずみゲージと応

力聴診器を並列に配置し、動的載荷試験、応力頻

度測定を実施した。図－２に動的載荷試験による

トラス橋斜材と鋼床版箱桁のＵリブに設置した応

力聴診器と従来型ひずみゲージの車両通行時のひ

ずみ波形を示している。斜材、Ｕリブとも両ひず

みは相似形であり、最大発生ひずみの差も３％と

ほぼ同レベルの値を示している。なお、トラス橋

下限材・垂直材・横桁・縦桁、鋼合成鈑桁橋主桁、

箱桁においても同様の結果が得られた。 
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図-3 応力頻度測定結果 

また、応力聴診器の長期安定性を確認するために、写真－１に示

すように上向きに設置し、72 時間連続の応力頻度測定を実施した。

図－３に鋼床版箱桁橋のＵリブと箱桁下フランジ、鋼合成鈑桁橋主

桁下フランジの 72 時間連続応力頻度測定時における３時間毎の最

大発生応力度の分布を示す。実線に従来型のひずみゲージ、プロッ

トに応力聴診器の値を示すが、ほぼ同一の値を示しており、応力聴

診器は上向きにマグネットだけで吸着・設置したにもかかわらず、

ゲージがずれていないことが確認できた。なお、他の部材において

も、従来型ひずみゲージと応力聴診器の結果は良く一致していた。 

３．作業性の比較  

 従来法と応力聴診器

による作業性（準備・撤

去）の比較を実橋におい

て検証した。対象は下フ

ランジまでが２ｍ程度

で脚立を用いて準備を

行った合成鈑桁橋と、足

場上で準備を行ったト

ラス橋であり、測点数４

点のケレン、ゲージ貼付、

コーティング、配線まで

の計測準備とゲージ撤

去・復旧時間の比較を

表－１に示す。応力聴

診器は従来法に比べ、

１／３以下で準備・復

旧が可能であることが

解る。特にケレンを行った塗装箇所の復旧が多層塗りの場合、時間が掛かるため、再塗装が無くなるメリット

は大きい。 

４．おわりに  

動的載荷試験では、応力聴診器と従来型のひずみゲージの結果はほぼ同等の結果が得られ、応力頻度測定を

行う 72 時間中のデータは安定しており、現場において、応力聴診器は適用できることが確認できた。また、

作業時間も従来方に比べ、大幅に減少しており、省力化・コスト減が可能となることが確認できた。ただし、

摩擦ゲージは非常に敏感であるため、ゲージを吸着する塗膜面の影響を受けやすく、塗膜の劣化やゴミ等によ

り、表面に凹凸がある場合には、設置が困難、あるいはデータが安定しない、ゲージが壊れる、等の可能性も

あるため、塗膜に不陸がある場合には紙ヤスリ等で簡易な下処理を行う方がよい。 
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写真-1 設置状況 

表-1 準備・復旧時間の比較 
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